
令和７年 第８回小松市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日 時  令和７年８月 20日（水）  

開会 13時 30分 

閉会 13時 55分 

 

２ 場 所  小松市役所６階 教育長室 

 

３ 出席委員 

   教育長       山本 民夫 

   教育長職務代理者  中惣 恭子 

   教育委員      村井 啓介 

   教育委員      表 幹也 

 

４ 欠席委員 

   教育委員      浅蔵 一華 

 

５ 事務局出席者 

   事務局長            長谷川 巌 

   教育庶務課長          中川 久美子 

   学校教育課長          新名 孝 

   教育研究センター所長      中田 一宏 

   生涯学習課長          中屋 清志 

   図書館長及び南部図書館長    田中 明子 

   ひととものづくり科学館担当課長 岡田 諭 

   市立高校事務長         村田 篤哉 

 

６ 書記 

   教育庶務課参事  湊 幸子 

 

７ 傍聴人数  １人 

 

８ 付議案件 

（１）議案 

議案第 20号 令和７年度小松市議会９月定例会提出予定案件に対する教育委員会の意見につ

いて（教育庶務課・生涯学習課・市立高校） 

議案第 21号 教育委員会事務事業点検・評価報告書（令和６年度事業対象）について（教育

庶務課） 



議案第 22号 小松市立学校スクールバスの管理運用に関する訓令の制定について（教育庶務

課） 

 

（２）報告事項 

   １ 小中学校配置最適化に関するアンケート実施について（教育庶務課） 

 

（３）その他報告事項 

   １ 令和６年度放課後児童クラブ自己評価の公表について（生涯学習課） 

   ２ 姉妹都市・高知県宿毛市との交流事業について（生涯学習課） 

   ３ 令和７年度小松市グッドマナーキャンペーンについて（生涯学習課） 

   ４ 寄附の受納について（市立高校） 

 

９ 議 事  以下のとおり 

 

山本教育長     只今から、令和７年第８回小松市教育委員会会議を開会いたします。 

本日は浅蔵委員が欠席となっております。 

本日の議事は、議案が３件、報告事項が１件、その他報告事項が４件です。 

本日の会議録の署名委員は小松市教育委員会会議規則 18 条第２項によりまし

て表委員を指名いたします。 

議事に入りますが、議案第 20 号は議会に関する案件であるため非公開とする

ことをお諮りしたいと思いますが委員の皆さんいかがでしょうか。 

 

各委員       ＜異議なし＞ 

 

山本教育長     それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、本日の議事のうち、議

案第 20号は非公開といたします。 

          本日は、傍聴を希望する方はいらっしゃいますか。 

 

書記        おります。 

 

山本教育長     本日は傍聴を希望する方がいらっしゃいますが、許可してよろしいでしょうか。 

 

各委員       ＜異議なし＞ 

 

山本教育長     それでは、議案第 20 号の審議ののち、傍聴者の入室を許可します。それでは

議案の審議に入ります。議案第 20 号令和７年度小松市議会９月定例会提出予

定案件に対する教育委員会の意見についてお願いします。 

 

          ＜非公開＞ 



 

山本教育長     傍聴者の入室を認めます。 

 

          ＜傍聴者入室＞ 

 

山本教育長     それでは議案第 21 号 教育委員会事務事業点検・評価報告書（令和６年度事

業対象）について教育庶務課お願いします。 

 

中川教育庶務課長  議案第 21 号教育委員会事務局事業点検評価報告書令和６年度事業の対象につ

いてご説明します。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定

により、教育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出すると

ともに公表することが義務づけられております。これに基づきまして、令和６

年度の事務事業についても、点検評価を行ったものでございます。この点検及

び評価に行うに当たりましては、同じく法律によりまして、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図るものとされています。今年度も公立小松大学

へお願いし、志村副学長から報告報告書についてのご意見をいただきました。

７ページをご覧ください。総評としまして、Ａ評価の割合がわずかに減少して

いるものの、当該年度においても、教育大綱に基づいた５つの理念と、12の方

針のもと実施したその活動全体を通じて、適切かつ丁寧な事業遂行及び振り返

りがなされており、そのことがすべての事業を、Ｂ評価以上の達成に至らせた

ものといえるというご意見をいただいております。続きまして、12ページ、Ⅲ

事務事業の点検評価をご覧ください。点検評価の概要についてですが、教育大

綱の実施計画に基づいた 46 事業について、教育委員会で評価したものです。

事業の達成度をＡからＤの４段階で評価しており、Ａの十分達成が 30 事業で

65.22％。Ｂの概ね達成が 16 事業で 34.78％となっております。また、令和６

年度評価がＢからＡに変更になった事業は１事業、ＡからＢに変更になった事

業が２事業、廃止した事業が１事業でした。詳細につきましては、13ページ以

降の各課における事業別点検評価票に記載の通りです。なお報告書につきまし

ては、本日の教育委員会会議においてご承認をいただいた後、市及び議会への

報告を予定しております。最終的に市のホームページにおいて公表いたします。

説明は以上です。 

 

山本教育長     それでは議案第 21号について質問等ありませんでしょうか。 

 

          ＜質疑なし＞ 

 

山本教育長     それでは議案第 21号は承認でよろしいでしょうか。 

 



各委員       ≪ 承 認 ≫ 

 

山本教育長     それでは次に、議案第 22号小松市立学校スクールバスの管理運用に関する訓

令の制定について教育庶務課お願いします。 

 

中川教育庶務課長  議案第 22号小松市立学校スクールバスの管理及び運用に関する訓令の制定に

ついてご説明します。この訓令は小松市立小学校等における、スクールバス

現在５台ありますが、この管理及び運用についての基準を改めて新たに定め

るものです。目的は第３条、通学の距離が遠い児童生徒または徒歩による通

学に危険がある児童生徒に対し、スクールバスによる通学をさせることで児

童生徒の通学の安全確保することを目的としております。使用基準は第４条

です。国の基準同様に小学生については自宅から学校までの距離が概ね４キ

ロメートル以上の児童、中学生につきましては概ね６キロメートル以上の生

徒が児童等の通学の安全を確保するために特にスクールバスでの通学が必要

であるものとします。スクールバスの管理及び運用につきましては、第６条

に記載の通り主管課、教育庶務課で行います。なおこの訓令は９月１日から

施行を予定しております。以上です。 

 

山本教育長     それでは議案第 22号について質問等ありませんでしょうか。 

 

          ＜質疑なし＞ 

 

山本教育長     それでは議案第 22号は承認でよろしいでしょうか。 

 

各委員       ≪ 承 認 ≫ 

 

山本教育長     それでは続きまして、報告事項に入りたいと思います。教育庶務課お願いし

ます。 

 

中川教育庶務課長  小中学校配置最適化に関するアンケート実施についてです。７月の教育委員

会会議においてもご報告させていただきましたが、今年度、子供たちにとっ

て豊かで多様な学びの場を再構築するため、小中学校の適正規模適正配置に

向けた検討を行い、市全体における方向性、基本方針を定めることとしてお

ります。その一環としまして、この度、学校のあり方に関する考えやニーズ

を把握することを目的に、アンケート調査を８月中に実施いたします。対象

は保護者、市民、教員で、調査方法は電子アンケートにより行います。回答

期限は２週間程度を予定しております。アンケートの構成についてですが、

基本情報の他、学校と地域の関わりや学校の教育環境における満足度、学校

の高機能多機能性などの保護者、市民向けは７問、教員向けは８問で、選択



式と記述式となっております。アンケートからえられる主な情報と分析視点

としましては、学校ごとの教育境に対する満足度では、学校別における学校

施設、教職員体制や学習環境に関する評価、また、学校への関わりの程度で

は、学校への関心、参加意欲の地域差や個人差、学校規模や通学区域に対す

る意識では、適正と考えるクラス、学校規模、通学区域に対する受けとめ

方、配置最適化の賛否と時期感では、小中学校ごとの最適化、再編に対する

賛否適切と考える実施時期及びその理由をとらえるものです。詳細は３ペー

ジ以降の保護者、市民、教員アンケートの通りです。今後のスケジュールに

ついてですが、９月からアンケート結果の取りまとめ分析を行いまして、年

度末までに、適正規模適正配置基本方針の案を取りまとめる予定となってお

ります。説明は以上です。 

 

山本教育長     ただいまの報告について質問等ありませんでしょうか。たくさん項目があっ

て、目を通すのはちょっと時間がかかるとは思うんですけど。 

 

中惣委員      満足していない項目にチェックされた方は、どのような点が満足していない

か具体的に記入できるのでしょうか。 

 

中川教育庶務課長  できます。設問項目に応じて、理由を選んでいただく。 

 

長谷川事務局長   選択で選ぶ場所と、一番下に自由記載の欄もあります。 

 

表委員       スケジュール的なもので、８月中に発送し２週間程度で回答とのことです

が、そのあとのことをわかる範囲で教えてください。 

 

中川教育庶務課長  アンケートについては来週をめどに発送したいなというふうに思っておりま

して、回答期限は２週間程度を予定。それを集約した後、こちらの方で分析

を行います。それ以降につきましては、市の適正規模適正配置に向けた検討

を行いまして基本方針案の策定を今年度中に行おうとするものです。 

 

表委員       アンケート結果をもとにその策定をするということですね。結果の公表は行

うのでしょうか。 

 

中川教育庶務課長  公表も予定しております。 

 

中惣委員      学校内におけるいろいろな問題が教育委員会に上がっていない事例があると

お聞きしています。とても大事なアンケートだと思いますので、重きを置い

て細かなところまでご確認いただきたいと思います。 

 



山本教育長     それでは続きまして、その他報告事項に入りたいと思います。生涯学習課お

願いします。 

 

中屋生涯学習課長  生涯学習課からは３点です。令和６年度の放課後児童クラブ自己評価の公表

についてということと、姉妹都市高知県宿毛市との交流事業について、令和

７年度小松市グッドマナーキャンペーンについての３件になります。初め

に、令和６年度放課後児童クラブの自己評価の公表についてご説明します。

放課後児童クラブの自己評価につきましては、各クラブが自己点検表を用い

て自己チェックを行うということで、現状や課題を把握し、具体的な改善目

標で設定することを目的に実施しております。また、クラブと生涯学習課が

課題を共有し、両者が協力して改善を進めることで、児童の健全育成につな

がることを目指しています。評価方法は、放課後児童クラブ運営基準に基づ

きまして、各グラフが運営状況等について自己点検表を作成します。その

際、評価結果をもとに生涯学習課が実地検査を行い、クラブと協議した上

で、評価を確定するというような形をとっております。自己評価を通じまし

て、児童や保護者へのサービス向上、クラブ間の情報共有による質の向上、

運営基準の遵守さらに開かれたクラブ運営の実現などが期待されます。令和

６年度の評価結果につきましては資料の通りとなりますが、全 35クラブ中 28

クラブ、約８割がＡ評価となり、昨年度と比較しまして３クラブが増加しま

した。評価が向上した要因としましては、避難訓練などの緊急時の対応訓練

の実施回数の増加や、新１年生の受け入れに関する会合の増加、施設周辺の

清掃活動の実施などに取り組んだことにより昨年度に比べ、Ａ評価のクラブ

が増加しております。自己評価の公表につきましては、資料の次のページに

記載されています自己評価シートをクラブごとに作成し、市のホームページ

で掲載を行う予定をしています。公開日は令和７年９月１日を予定していま

す。評価結果も重要ですが、自己評価を通じて、各クラブが課題を発見し、

改善するプロセスが何より重要だと考えています。さらに、課題を共有する

ことで、各クラブへ適切な指導や助言を行い放課後児童クラブ全体の質を向

上させる取り組みを進めていきたいと思っております。自己評価については

以上になります。 

次に、姉妹都市高知県宿毛市との交流事業についてです。昨年姉妹都市提携

を結びました高知県宿毛市から、小学生８名、11名が８月５日から８日に本

市を訪れております。滞在期間中には、宿毛市出身である竹内明太郎氏が創

業しました株式会社小松製作所粟津工場の見学をはじめ、本市の伝統工芸で

ある九谷焼の絵付け体験、サイエンスヒルズこまつのプログラミング体験、

木場小学校児童との交流が行われております。交流会では、宿毛市の児童が

宿毛市の自然や特産品について、木場小学校の児童につきましては学校の紹

介や、木場潟の環境についての発表を行っております。また、グループごと

のレクリエーションや方言クイズなど続きまして、双方の町への理解を深め



ながら、参加者同士の交流を深めることができたと考えております。今回の

訪問を通じまして、両市間の交流が深まるとともに、参加者にとって貴重な

交流の機会になったのではないかと思います。 

最後に、令和７年度小松市グッドマナーキャンペーンについてです。県の心

の教育推進協議会が主催しますグッドマナーキャンペーンに本市も賛同しま

して、市・学校・心の教育を推進する団体が連携協力しながら、青少年に公

共マナーの大切さや交通ルールの遵守を呼びかけます。市内の小学校では９

月中に１週間程度、交通指導や挨拶運動を兼ねて実施を予定しております。

またのぼり旗や啓発ポスターの設置も行う予定をしております。生涯学習課

では、市社会教育委員、青少年育成推進指導員、小松っ子を育てる市民会議

など、市内の社会教育青少年健全育成団体などと協力しまして、９月 17日に

小松駅・粟津駅・明峰駅において、交通や公共マナーの指導、挨拶運動を実

施する予定としております。生涯学習課からは以上です。 

 

山本教育長     ただいまの報告について質問等ありませんでしょうか。 

 

          ＜質疑なし＞ 

 

山本教育長     続きまして、市立高校お願いします。 

 

村田市立高校事務長 市立高校です。本校に対して、寄附がございましたのでご報告いたします。

寄附者は長年にわたり本市の子供歌舞伎勧進帳の指導で功績がある北野勝彦

様です。８月５日に細竿三味線２竿を本校邦楽部へ、日本こども歌舞伎まつ

り in小松での勧進帳長唄発展のためとして、ご寄附をいただきました。本校

邦楽部が日本こども歌舞伎まつり in小松に参加する際などをはじめ、大切に

使わせていただきたいと思います。市立高校からは以上です。 

 

山本教育長     ただいまの報告について質問等ありませんでしょうか。 

 

          ＜質疑なし＞ 

 

山本教育長     それでは委員の皆様方からご意見、提言等ありましたら、お願いします。 

 

          ＜意見・提言なし＞ 

 

山本教育長     ありがとうございました。これで、本日の教育委員会定例会を閉会いたします。 


